
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ 業務報告 
 



 

 

１．管 理 室 
 

当室は以下の担当業務を実施している（表1）。 

 

表1 管理室の担当業務 

1 業務の企画、総合調整および評価 

(1) 企画運営会議の運営 

(2) 研究課題評価委員会の運営 

(3) 倫理審査委員会の運営 

(4) 他機関との連絡調整 

2 衛生および環境に関する情報収集・提供 

(1) 環境情報総合処理システムによる情報提供 

(2) 花粉情報の提供 

(3) 研究センター活動情報の発信 

(4) 専門雑誌等の受入れおよび情報システム運営 

3 衛生および環境に関する教育および学習の推進 

(1) 衛生・環境教室等の開催 

(2) 環境情報コーナーの運営 

4 衛生検査関係者および環境技術者の研修および指導 

(1) 技術研修会の開催 

(2) 研修生の受入れ 

(3) 所内研究発表会等の開催 

5 調査研究 

 
 

１．１ 業務の企画、総合調整および評価 

(1) 企画運営会議の運営 

所長、部室長および所長が指名する者で構成する企画運営会議を運営し、当センターの試験研究の計画等について審議

した。 

(2) 研究課題評価委員会の運営 

企画運営会議と同メンバーで構成する内部評価委員会、および学識経験者など委員 7 名で構成する研究課題評価委員

会（外部評価委員会）を運営した（表 2）。 

外部評価委員会の委員名および委員会の評価結果については、「Ⅰ運営概要」の「6．研究課題評価」に記載した。 

 

表 2 研究課題評価委員会の運営状況 

年月日 内容 

R5.7.7 
・内部評価委員会の開催 

（事前 4 題、中間 5 題、事後 5 題） 

R5.8.30 ・内部評価結果報告 

R5.9.7  

・外部評価委員会の開催 

  研究課題評価 

（事前 4 題、中間 3 題、事後 4 題） 

R5.11.8 ・外部評価結果報告 

R5.12.20 
・内部評価委員会（第 2 回）の開催 

（事前 3 題、中間 0 題、事後 0 題） 

R6.3.7 ・内部評価（第 2 回）結果報告 

 

(3) 倫理審査委員会の運営 

医師・弁護士など外部委員 7 名で構成する倫理審査委員会を運営した。 

令和 5 年度は保健衛生部の研究課題１題について倫理的観点から審査に付議した。また、令和 2 年度に審査を実施し

た研究課題 2 題について終了報告を行った。 

委員名、審査結果および終了報告については、「Ⅰ運営概要」の「7．倫理審査」に記載した。 

(4) 他機関との連絡調整 

福井大学地域環境研究センター、本庁の産業技術課との連絡調整の窓口を務めた。 
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１．２ 衛生および環境に関する情報収集・提供 

(1) 環境情報総合処理システムによる情報提供 

環境情報のホームページ「みどりネット」のリニューアル後不具合調査・改善、および登録情報の追加更新、データベ

ース更新等を行った。 

（「みどりネット」：https://www.erc.pref.fukui.jp/） 

① ホームページ登録情報の追加更新 

・令和 4 年度環境白書（本編・資料編）、令和 5 年度環境白書（本編・資料編） 

・令和 4 年度ダイオキシン類調査結果 

・令和 4 年度公共用水域および地下水の水質の測定結果、令和 6 年度計画 

・令和 4 年度自動車交通騒音常時監視調査結果 

・令和 4 年度大気・水質の常時監視結果 

・令和 5 年度海水浴場の水質調査結果 

② データベース更新 

・環境関係事業場届出更新（イントラネット） 

・海水浴場の水質調査結果（令和 5 年度分）等 

(2) 花粉情報の提供 

① ホームページによる情報提供 

福井市内および吉田郡永平寺町、勝山市、坂井市内のスギ、ヒノキ花粉飛散シーズン中の毎日の飛散量や花粉症や花

粉に関する情報をホームページ上で情報発信した。吉田郡永平寺町、勝山市、坂井市内のデータに関しては、福井大学

医学部および福井大学スギ花粉症対策室から提供を受けたものを公開した。 

（「福井県花粉情報ホームページ」：https://www.pref.fukui.lg.jp/doc/eiken/kafun-info/index.html） 

（「福井大学スギ花粉症対策室」：https://kafuntaisaku.med.u-fukui.ac.jp/） 

② マスメディアによる情報提供 

花粉飛散の状況等について、報道機関（テレビ等）を通じて県民に情報提供した。 

(3) 研究センター活動情報の発信 

① 所報・広報誌の編集・発行（所報、広報委員会） 

衛生環境研究センター年報（令和 4 年度）を発行した（12 月）。また、広報 SNS（note、X）を 11 月に開設し、note

を 6 回更新し、X へ 11 回投稿した（11～3 月）。 

② センターホームページの運用 

当センターの業務・活動内容について情報発信したほか、所報等の刊行物の内容を掲載した。 

（https://www.erc.pref.fukui.jp/center） 

③ パネルの作成・展示 

当センターの業務紹介や花粉に係るパネルを作成し、福井県立図書館（令和 6 年 2 月 8 日～2 月 14 日）および福井

県児童科学館エンゼルランドふくい（令和 6 年 2 月 15 日～2 月 29 日）において展示した。また、当センター内にお

いても常設展示を行った。 

(4) 専門雑誌等の受入れおよび情報システム運営 

① 専門雑誌等の受入れ（図書・情報委員会） 

専門雑誌・行政資料の受付、データベース登録および図書等の整理・管理を行った。 

②  情報システム運営 

環境情報総合処理システムや公設試験研究機関科学技術情報ネットワークシステムを適切に運用するため、設備や

情報の維持管理を行った。 

(5) センターパンフレットの更新・発行 

 令和 6 年 3 月 16 日の北陸新幹線敦賀駅開業に合わせ、当センターを紹介するパンフレットの情報を更新・発行した。

パンフレットはセンターホームページでも公表した。（https://www.erc.pref.fukui.jp/center/publish/pamph.pdf） 

 発行部数：300部 

 

１．３ 衛生および環境に関する教育および学習の推進 

(1) 衛生・環境教室等の開催 

一般県民や小中学生を対象とした各種イベント等の開催の企画調整を行った（表3）。 

 

表3  衛生・環境教室等実施状況 

年月日 事  業 対象者 参加者 

R5. 6.24  環境関連行事（環境科学体験教室） 一般 11 家族 

7.28 夏休み衛生・環境教室 小学 5、6 年生 19 組 

8.9 環境教室出前講座（まんてん やしろ校） 小学 3～6 年生 21 名 

8.10 環境教室出前講座（まんてん 二の宮校） 小学 3～5 年生 20 名 

 

(2) 環境情報コーナーの運営 

当センター内に設置した「環境情報コーナー」において、環境図書、ビデオ、パネルの展示を行った。 
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１．４ 衛生検査関係者および環境技術者の研修指導 

(1) 技術研修会の開催 

当センターが主催した各種研修会は表4のとおりであった。（各部室が開催したものをまとめて記載） 

 

表4 保健衛生および環境保全に関する技術研修会の開催状況 

年月日 研 修 内 容 な ど 

R5.7.14 

食品衛生基礎技術研修会 

・食品衛生について 

・食品収去検査（理化学試験）について 

・細菌性食中毒等について 

・ウイルス性食中毒について 

（講師：保健衛生部、参加者 12 名） 

R5.9.19 

環境担当新任職員技術研修会 

・福井県衛生環境研究センターの業務（環境関係） 

・環境情報システム－みどりネット等－の活用法 

・騒音・振動測定の留意点 

・水質異常時における対応 

（講師：環境部、参加者 20 名） 

R5.8.30 

感染症技術研修会 

・細菌感染症の検査について 

・感染症サーベイランスについて 

・ウイルス感染症の検査について－ゲノム解析検査を含めて－ 

（講師：保健衛生部、参加者 22 名） 

R6.2.28 

衛生環境研究センター衛生研修会 

・講演：「新興感染症へのこれからの対応と必要な人材育成」 

（講師：国立感染症研究所 実地疫学研究センター 

 センター長 砂川 富正 先生） 

・講演：「FETP での研修を通して」 

（講師：国立感染症研究所 実地疫学研究センター 

    実地疫学専門家養成コース受講生 千葉 紘子 氏） 

・報告：「福井県における感染症発生動向の解析」 

（報告者：保健衛生部 小和田 和誠 研究員） 

（参加者 61 名：センター職員 28 名、センター外参加者 33 名） 

 

(2) 研修生の受入れ 

 当センターが受け入れた研修生等は以下のとおりであった。 

① 福井大学医学部環境保健学実習生 実習 

・学生数 4年生8名（保健衛生分野4名、環境保全分野4名） 

・実施日 令和5年5月19日～6月30日の金曜日、計7日間 

・内 容 保健衛生分野：細菌検査、ウイルス検査、食品添加物試験などに関する講義と実習 

環境保全分野：大気汚染や水質汚濁の常時監視などに関する講義と実習 

② 福井大学医学部看護学科環境科学論実習生 オンライン見学 

・学生数 5名 

・期 日 令和5年7月10日 

・内 容 保健衛生・環境保全分野の業務学習 

③ 仁愛大学人間生活学部健康栄養学科公衆衛生学実習生 オンライン見学 

・学生数 50名程度 

・期 日 令和5年7月12日 

・内 容 保健衛生・環境保全分野の業務学習 

④ 福井県立大学生物資源学部実習生 オンライン見学 

・学生数 52名 

・期 日 令和5年7月21日 

・内 容 保健衛生・環境保全分野の業務学習 

⑤ インターンシップ研修生 

当該年度の受入なし 

 

(3) 所内研究発表会等の開催 

職員研修の一環として開催した（表5、表6）。 
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表5 所内研究発表会の開催状況 

年月日 演題（発表者） 

R6.3.5 

・福井県の花粉情報提供業務紹介および花粉飛散量表示ランクの変更について（管理室 上嶋研究

員） 

・試薬管理業務の改善について（保健衛生部 永田主任研究員） 

・ノロウイルス検出法の各種検討について（保健衛生部 大久保研究員） 

・大気汚染物質濃度に係る県内観測地点間の類似性と分布予測（環境部 酒井部長、木林主事） 

・福井県における降水中の無機元素成分の解析（環境部 岩井主任研究員） 

・生物化学的酸素要求量（ＢＯＤ）測定における光学式センサ法の導入に向けた検討（環境部 和

田研究員） 

・分析カラムの違いによるスコポラミン定量結果の影響について（保健衛生部 土屋研究員） 

・食品中の亜硝酸根分析法の効率化（保健衛生部 平井主任研究員） 

 

  

表6 所内研修会の開催状況 

  研修内容 参加者 

第 1 回 LC-MS/MS 基礎技術研修会 11 名 

第 2 回 特管産廃管理責任者による適用法令研修 23 名 

第 3 回 リスクコミュニケーション研修（第 1 回） 

～一般的なリスクコミュニケーションの基礎知識～ 

17 名 

第 4 回 リスクコミュニケーション研修（第 2 回） 

～リスク対応経験から学ぶ～ 

24 名 

 

１．５ 調査研究 

令和 5 年度に実施した調査研究は、次のとおりである。 

・光化学オキシダント等の変動要因解析を通した地域大気汚染対策提言の試み（研究期間：令和4～6年度、研究の一部

分担） 
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２．保 健 衛 生 部 
 

当部は、感染症、食品衛生、医薬品および水道等に関する試験検査、それぞれの業務に関連する調査研究等の

業務を実施している。 

 

２．１ 細菌・ウイルス研究グループ 
令和 5 年度の試験検査業務は、各健康福祉センター（保健所）、健康福祉部保健予防課、医薬食品・衛生課、エ

ネルギー環境部環境政策課および福井市保健所等からの行政依頼検査等の検体数が 1,617 検体、延べ検査項目数

は 3,642 項目（表 1）、調査研究等を加えた総検体数は 1,842 検体、総延べ項目数は 4,527 項目であった。 

 

表 1 月別試験検査検体数 

区分 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 
延べ 

項目数 

感 

染 

症 

全数把握 細菌等の検査 6 4 2 12 28 5 7 3 13 6 7 0 93 406 

感染症 ウイルス等の検査※ 0 0 3 4 12 0 5 9 1 0 0 3 37 106 

新型コロナウイルス検査 233 68 47 59 196 90 39 16 15 26 37 29 855 855 

不明集団感染症 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

感染症発生動向調査(定点把握) 7 7 6 9 15 14 13 17 11 2 9 9 119 787 

流行予測調査 0 0 0 0 15 60 92 0 0 0 0 0 167 668 

外部精度管理調査 0 0 0 0 0 8 0 8 3 3 8 0 30 62 

食品

衛生 

食品収去検査 13 1 23 27 0 16 6 33 2 4 0 0 125 274 

外部精度管理調査 0 0 2 1 2 0 4 2 0 0 0 0 11 11 

食鳥処理場外部検証検査 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 2 4 

食中毒疑い事例等の検査 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 112 533 

生活 

衛生 

水道原水等検査 22 1 5 0 14 0 2 22 1 25 0 20 17 22 

浴槽水検査 0 0 0 11 6 0 0 0 0 0 0 0 26 52 

環境 おいしい水検査 0 0 0 15 0 11 0 0 0 0 0 0 23 46 

合計 303 82 88 138 289 204 168 110 46 66 61 62 1,617 3,642 

※新型コロナウイルス検査を除く 

 

２．１．１ 全数届出感染症検査等 

感染症法に基づく全数把握感染症に係る検査等を実施した。 

（1）三類感染症検査 

①腸管出血性大腸菌感染症 

届出があった 14 例につき、濃厚接触者の糞便検査を実施した。 

・検 体 数 濃厚接触者の糞便 60 検体 

・検査項目 腸管出血性大腸菌分離・同定 

・検査結果 7 検体（7 名）から腸管出血性大腸菌を検出 

検出した 7 株と患者由来 14 株の血清型別等および MLVA 法による遺伝子型別を実施した（表 2）。 

 

表 2 腸管出血性大腸菌の菌株検査 

No 発症日 届出日 血清型 VT MLVA 
MLVA 

complex 

1 4/22 4/25 O26:HNM 1 13m2214 22c202 

2 無症状 5/22 OUT:H12 1 ―  

3 無症状 6/12 O26:H11 1 16m2013  

4 6/26 7/4 O157:H7 2 23m0016  

5 7/25 7/31 O157:H7 1+2 23m0103 23c047 

6 無症状 8/6 O157:H7 1+2 23m0103 23c047 

7 8/1 8/9 O157:H7 1+2 23m0103 23c047 

8 7/25 8/21 O157:H7 1+2 23m0103 23c047 

9 8/20 8/24 O157:H7 1+2 23m0103 23c047 
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10 無症状 8/27 O157:H7 1+2 23m0103 23c047 

11 無症状 8/27 O157:H7 1+2 23m0103 23c047 

12 無症状 8/27 O157:H7 1+2 23m0379 23c047 

13 8/27 9/1 O157:HNM 1 23m0423  

14 10/13 10/16 O157:H7 1+2 23m0502  

15 無症状 12/3 O157:H7 1+2 23m0676  

16 11/24 11/30 O157:H7 1+2 23m0676  

17 12/12 12/20 O157:H7 1+2 23m0677  

18 12/21 12/25 O157:H7 1+2 23m0604  

19 無症状 12/28 O157:H7 1+2 23m0604  

20 2/10 2/15 O157:H7 2 24m0042  

21 1/31 2/13 O111:HNM 1 24m3009  

 

②細菌性赤痢 

届出があった 2 例につき、濃厚接触者の糞便検査および患者菌株の血清型別を実施した。 

・検 体 数 濃厚接触者の糞便 2 検体、菌株 2 検体 

・検査項目 赤痢菌分離・同定 

・検査結果 糞便検体は不検出、患者菌株は Shigella sonnei および赤痢菌不検出であった。 

 

（2）四類感染症検査 

①ダニ媒介感染症 

医療機関から疑いの発生連絡があった患者について検査を実施した。 

・検 体 数 18検体（10名） 

・検査項目 重症熱性血小板減少症候群（SFTS）ウイルス： 7検体（7名） 

日本紅斑熱リケッチア、つつが虫病リケッチア：17検体（9名） 

・検査方法 RT‐PCR法、ダイレクトシーケンス法 

・検査結果 SFTSウイルスは不検出 

7検体（6名）から日本紅斑熱リケッチアを検出、1検体（1名）からつつが虫病リケッチアを検出 

②E 型肝炎 

医療機関から届出があった患者について、国立感染症研究所に検査を依頼した。 

・検 体 数 1検体（1名） 

・検査項目 E型肝炎ウイルス 

・検査結果 不検出 

 

（3）五類感染症（全数把握対象疾患）検査 

①麻しん 

医療機関から届出があった患者について検査を実施した。 

・検 体 数 6検体（2名） 

・検査項目 麻しんウイルス、風しんウイルス 

・検査方法 リアルタイムRT‐PCR法 

・検査結果 不検出 

②風しん 

医療機関から届出があった患者について検査を実施した。 

・検 体 数 3検体（1名） 

・検査項目 麻しんウイルス、風しんウイルス 

・検査方法 リアルタイムRT‐PCR法 

・検査結果 不検出 

③カルバペネム耐性腸内細菌目細菌感染症 

医療機関から届出があった患者由来の菌株について検査を実施した。 

・菌 株 数 8株 

・検査方法 薬剤感受性試験、薬剤耐性遺伝子のPCR法による検出、阻害剤によるβ‐ラクタマーゼ産生性確認 

・検査結果 3株からEBC型、1株からTEM型・DHA型、1株からNDM-1型を検出（表3） 
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表3 カルバペネム耐性腸内細菌目細菌の菌株検査 

No 届出日 菌種 
耐性薬剤数 

（18 剤中） 
検出された遺伝子型 

1 7/20 Providencia stuartii 10 ― 

2 8/11 Enterobacter asburiae 9 EBC 型 

3 11/17 Klebsiella aerogenes 9 ― 

4 11/15 Klebsiella aerogenes 6 EBC 型 

5 1/4 Klebsiella aerogenes 7 ― 

6 1/10 Klebsiella aerogenes 5 EBC 型 

7 1/15 Klebsiella pneumoniae 9 NDM-1 

8 1/30 Escherichia coli 13 TEM 型、DHA 型 

 

④急性脳炎 

医療機関から届出があった患者について検査を実施した。 

・検 体 数 9検体（2名） 

・検査項目 日本脳炎ウイルス、エンテロウイルス 

・検査方法 RT‐PCR法 

・検査結果 不検出 

⑤劇症型溶血性レンサ球菌感染症 

医療機関から届出があった患者由来の菌株について、富山県衛生研究所に検査を依頼した。 

・菌 株 数 2株 

・検査方法 血清型別試験、PCR法、シークエンス 

・検査結果 2株はA群、T1型、M1型（UK系統株）であった。 

 

（4）新型インフルエンザ等感染症 

①新型コロナウイルス感染症 ※5 月 8 日以降は五類感染症（定点把握対象疾患）に移行 

患者の濃厚接触者や医療機関等での集団感染疑い患者等について検査を実施した。 

また、県内の陽性検体の一部を収集し、次世代シーケンサーによる全ゲノム解析を実施した。 

・検 体 数 855検体 

・検査項目 新型コロナウイルス 

・検査方法 リアルタイムRT‐PCR法、次世代シーケンシング 

・検査結果 6検体から新型コロナウイルスを検出 

637検体の全ゲノム配列についてLineage (pangolin)等を確定 

 

（5）疑似症 

対象事例なし 

 

（6）不明集団感染症 

対象事例なし 

 

（7）外部精度管理 

以下の感染症検査の外部精度管理調査に参加した。 

①令和 5 年度外部精度管理事業（厚生労働省結核感染症課が国立感染症研究所に委託して実施） 

・課 題 １：新型コロナウイルスの次世代シーケンシング（NGS）による遺伝子の解読・解析 

・課 題 ２：麻しん・風しんウイルスの核酸検出検査 

・課 題 ３：コレラ菌の同定検査 

②令和 5 年度厚生労働省委託事業「新型コロナウイルス感染症の PCR 検査等にかかる精度管理調査」（厚生労働省が

日本臨床検査標準協議会に委託して実施） 

・検査項目：新型コロナウイルス核酸検査 

③レジオネラ属菌検査の精度管理の調査研究（令和 5 年度厚生労働科学研究費補助金「公衆浴場の衛生管理の推進の

ための研究」の一環） 

・検査項目：レジオネラ属菌集落数計測検査（レジオネラ属菌の凍結乾燥品） 

 

２．１．２ 感染症発生動向調査（病原体定点、患者定点および疑似症定点に係る調査） 

（1）感染症発生動向調査（病原体検査） 

病原体定点医療機関において採取され、当所に搬入された検体から、ウイルスの検出および血清型同定などを実
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施し、県内浸潤ウイルスの経年消長および季節的動向などについて調査した。 

・実施時期 通年 

・検 体 数 119 検体（105 名） 

・検査方法 ウイルス分離‐中和法による血清型同定（Caco‐2、HEp‐2、A549細胞使用）、PCR法など 

・結  果 インフルエンザ様疾患の患者検体から、AH3亜型、AH1pdm09亜型、B型等を検出 

感染性胃腸炎の患者検体から、ノロウイルス GⅡ、サポウイルス、アストロウイルス等を検出 

咽頭結膜熱の患者検体から、アデノウイルス 2型、3型、6型等を検出 

流行性角結膜炎の患者検体から、アデノウイルス 3型、56型、64型を検出 

手足口病およびヘルパンギーナの患者検体から、コクサッキーウイルスA10型、A16型等を検出 

無菌性髄膜炎の患者検体から、コクサッキーウイルスB5型、A16型、エコーウイルス11型等を検出 

詳細は、表4のとおり。 

 

（2）感染症発生動向調査（患者情報） 

患者および病原体情報を一元的に集計し、その結果について「福井県感染症発生動向調査速報」により、一般県民、

定点医療機関、医師会、教育委員会、市町、保健所およびマスコミ等県内の関係機関に還元している。還元方法は、

電子メールおよびホームページ「福井県感染症情報」等を用いている。令和 5 年度の「福井県感染症情報」へのアク

セス数は、多い順に「発生動向調査速報ページ」が 101,489 件、「トップページ」が 54,567 件および「一週間の概要ペ

ージ」が 19,942 件であった。 
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表 4 感染症発生動向調査ウイルス検査結果（患者数） 

総合臨床診断名 

／総合検査結果 

検体採取月 
計 

3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 

インフルエンザ様疾患 1  6  3  2  2  5  1  4  10  9  4  5  8  60  

陽性 

Influenza virus A H1pdm09   2      2  6  5  4    19  

Influenza virus A H3 1  1     2  1   1  3    1  10  

Influenza virus B/Victoria    1         3  6  10  

Coxsackievirus A10  1             1  

Coxsackievirus A2     1          1  

RS virus  1     1         2  

Rhinovirus  1  1      1       3  

Human coronavirus OC43  1             1  

RS virus, Rhinovirus  1             1  

Echovirus 11    1           1  

Parainfluenza virus 3     1          1  

Human metapneumovirus      2         2  

Adenovirus 3        1 2      3  

Adenovirus 1            1  1  2  

陰性 
 

        1  1   1   3  

感染性胃腸炎 等 0  0  2  1  2  0  0  1  3  2  2  0  1  14  

陽性 

Norovirus GⅡ.4           1   1  2  
Norovirus GⅡ.4, Astrovirus         1      1  

Astrovirus,Echovirus 11         1      1  

Coxsackievirus B5        1       1  

Astrovirus    1      1      2  

Sapovirus          2     2  

Sapovirus,Coxsackievirus A2   1            1  

Sapovirus,Coxsackievirus A10   1            1  

陰性 
 

    2       1    3  

咽頭結膜熱   1 1 1  4  2       9 

陽性 

Adenovirus 6   1            1  

Adenovirus 2    1  1          2 

Adenovirus 3       4  1       5 

Human metapneumovirus        1       1  

流行性角結膜炎   1 2   1  2     6  

陽性 

Adenovirus 56   1     1       2  

Adenovirus 3          2     2  

Adenovirus 64    2          2 

手足口病     1 1 1               3  

陽性 Coxsackievirus A16    1 1 1        3  

ヘルパンギーナ     1  1  2  1  1             6  

陽性  Coxsackievirus A16       1        1 

  Coxsackievirus A10   1   2  1         4 

  Coxsackievirus A2    1           1 

無菌性髄膜炎        3 4           7  
 Parechovirus      1         1 

 Echovirus 11       1        1 

 Coxsackievirus B5       2        2 

 Coxsackievirus A16      1         1 

陰性       1 1       2 

総計 1  6  8  8  8  10  11  7  15  11  6  5  9  105 

 

２．１．３ 感染症流行予測調査事業 

（1）インフルエンザ感受性調査 

2023／24 シーズンのインフルエンザワクチン株に対するインフルエンザ抗体保有状況を調査した。 

・検 体 数 8月～10月に県内の医療機関で採取した血液 167検体 
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・使用抗原 A／Victoria／4897／2022 （H1N1pdm09） 

A／Darwin／9／2021（H3N2） 

B／Phuket／3073／2013（山形系統） 

B／Austria／1359417／2021（ビクトリア系統） 

 ・結  果 年齢群別の発症防御レベルの抗体保有状況は、図1に示すとおりであった。 

 

 

A/Victoria/4897/2022 

 
 

 

A/Darwin/9/2021 
 

 

B/Phuket/3073/2013 

 

 

B/Austria/1359417/2021 

 
 

 
図１ 抗体保有状況（インフルエンザ） 

 

 

（2）百日咳、ジフテリア、破傷風感受性調査 

百日咳、ジフテリアおよび破傷風の抗体保有状況を調査した。 

・検 体 数 8月～10月に県内の医療機関で採取した血液 131検体 

・調査対象 抗百日咳毒素抗体価、抗繊維状赤血球凝集素抗体価 

ジフテリア抗毒素抗体価 

破傷風抗毒素抗体価 

 ・結 果 年齢群別の発症防御レベルの抗体保有状況は、図2に示すとおりであった。 
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抗 PT 抗体保有率（≧10EU/mL）           抗ＦＨＡ抗体保有率（≧10EU/mL） 

 
 

ジフテリア抗毒素抗体保有率（≧0.1IU/mL）    破傷風抗毒素抗体保有率（≧0.01IU/mL） 

 
図２ 抗体保有状況（百日咳、ジフテリア、破傷風） 

 

 

２．１．４ 食品衛生対策事業等 

食品衛生法第 28 条の規定に基づく食品収去検査および食品衛生法第 58 条の規定に基づく食中毒検査等を実施

している。 

（1）食品収去検査 

市販食品について、微生物関係等の標準作業書に基づき、夏期および年末の衛生指導、畜水産物のモニタリングその

他で各保健所が収去した食品について、食品衛生法の規格基準に基づく試験検査等を行った。 

・検査品目 牛乳、清涼飲料水、乳飲料、食肉、そうざい、アイスクリーム類、鶏卵、はちみつ、食鳥肉、養殖魚およ

びカキ等 

・検査項目 細菌および残留抗生物質 

・検 体 数 125 検体 

・検 査 数 延べ 274 項目 

・結  果 洋生菓子 1 検体が旧衛生規範を逸脱（大腸菌群陽性） 

ジビエ肉（シカ肉）2 検体がモニタリング項目陽性（大腸菌） 

（2）外部精度管理等 

一般財団法人食品薬品安全センター秦野研究所が実施する外部精度管理調査に参加した。 

・検査項目 E.coli 検査、一般細菌数測定検査、腸内細菌科菌群検査、黄色ブドウ球菌検査、サルモネラ属菌検査、大

腸菌群検査 

（3）食中毒等の検査 

・検 体 数 17 事例 112 検体 

・検査依頼 細菌検査 249 項目、ウイルス検査 284 項目 

・結  果 表 5 のとおり（食中毒事例） 
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表5 食中毒事例の原因究明検査 

No 搬入日 検体数 項目数 検査結果（推定病因物質） 

1 4.12～13 20 40 ノロウイルス（GⅡ） 

2 5.12 1 1 クドア・セプテンプンクタータ 

3 6.29 3 3 カンピロバクター 

4 8.15～17 13 39 ノロウイルス（GⅡ） 

5 1.13～14 19 52 ノロウイルス（GⅡ） 

6 3.26～27 20 76 ノロウイルス（GⅠ） 

 

２．１．５ 水道関係水質検査 

福井県水道水質管理計画に基づき、検査を実施した。 

・検査項目 ①クリプトスポリジウム、ジアルジア ②従属栄養細菌 

・検 体 数 ①5 検体 ②12 検体 

・結 果 ①不検出 ②暫定基準値以下 

 

２．１．６ 浴槽水のレジオネラ検査 

レジオネラ症の発生未然防止を目的として、嶺北地域の浴槽水検査を行っている。 

・検査項目 レジオネラ属菌、大腸菌群 

・検 体 数 26 検体 

・結 果 レジオネラ属菌 7 検体陽性、大腸菌群基準超過なし 

 

２．１．７ 「ふくいのおいしい水」水質検査 

環境政策課が実施している事業で、豊かな水環境を県内外に発信するために県内の優れた湧水や井戸水を「ふくいのお

いしい水」として認定し、地域における保全活動を支援している。 

認定後の水質の状況を確認するため平成 24 年度から当センターが水質検査を行っている。 

・検査対象 認定水源、年 1 回 

・検査項目 一般細菌数、大腸菌 

・検 体 数 23 検体 

・結  果 基準の逸脱・超過なし 

 

２．１．８ 調査研究事業 

令和 5 年度に実施した調査研究事業の概要は、次のとおりである。 

（1）福井県における Escherichia albertii の検出状況について 

県内の環境水（河川14検体、用水路7検体、湧水40検体、池4検体）について、Escherichia albertiiの検索を行い、

河川3検体、湧水6検体および池3検体から菌を分離した。分離菌は多様なO抗原遺伝子型を示した。 

（2）全国地研ネットワークに基づく食品およびヒトから分離されるサルモネラ、大腸菌、カンピロバクター等の薬剤耐

性の動向調査（愛媛県立衛生環境研究所等との共同研究） 

福井県で分離された腸管出血性大腸菌21株、カンピロバクター4株およびサルモネラ属菌1株について、研究班の

共通プロトコルによる薬剤感受性試験等を実施し、結果を愛媛県立衛生環境研究所に報告した。 
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２．２ 食品衛生研究グループ 
食品衛生対策事業、医薬品監視事業および水道施設監視指導事業に係る行政検査ならびに調査研究を実施している。令

和 5 年度に実施した検査は、令和 4 年度よりも検体数・検査項目数ともに減少し、検体総数 232 検体、延べ検査項目数

16,500 項目であった（表 1）。 

 

２．２．１ 食品衛生検査 

令和 5 年度福井県食品衛生監視指導計画に基づき、県内で流通している農産物、県内産の畜水産物等について 187 検

体の収去検査を実施した（表 2）。 

(1) 収去検査 

① PCBの検査 

ア 牛乳 

1 検体について検査を実施した結果、定量限界（0.01ppm）未満であった。 

イ 魚介類 

9 検体について検査を実施した結果、ハマチ 1 検体から 0.004ppm、カナガシラ 1 検体から 0.002ppm、サバ 1 検

体から 0.001ppm およびカサゴ 1 検体から 0.001ppm 検出されたが、暫定的規制値（遠洋沖合魚介類 0.5ppm、内海

内湾魚介類 3ppm）を超えたものはなかった。 

② 残留農薬の検査 

ア 牛乳 

1 検体について有機塩素系農薬等 21 項目を検査した結果、全て定量限界（0.01ppm または 0.005ppm）未満であ

った。 

イ 農産物 

県内産玄米 10 検体、県内産野菜・果実 23 検体、県外産野菜・果実 10 検体、輸入野菜・果実 2 検体および野菜・

果実加工品 12 検体について検査を実施した結果、18 検体から 37 項目の農薬を検出したが、残留基準を超えたもの

はなかった（表 3）。 

検査項目数は、玄米は 290 項目、野菜・果実と加工品は 256 項目。 

ウ はちみつ 

   1 検体についてネオニコチノイド系農薬等 10 項目を検査した結果、全て定量限界（0.01ppm）未満であった。 

③ 動物用医薬品の検査 

ア 牛乳 

1 検体についてテトラサイクリン系抗生物質 4 項目を検査した結果、全て定量限界（0.01ppm）未満であった。 

イ はちみつ 

1 検体についてテトラサイクリン系抗生物質 4 項目を検査した結果、全て定量限界（0.01ppm）未満であった。 

ウ 鶏卵 

3 検体についてテトラサイクリン系抗生物質 4 項目、合成抗菌剤 19 項目および内寄生虫駆除剤 3 項目の検査を実

施した結果、全て定量限界（0.01ppm）未満であった。 

エ 養殖魚 

6 検体についてテトラサイクリン系抗生物質 4 項目、合成抗菌剤 19 項目および内寄生虫駆除剤 3 項目の検査を実

施した結果、全て定量限界（0.01ppm）未満であった。 

④ 有害汚染物質の検査 

ア 魚介類中の総水銀 

9 検体について検査を実施した結果、カナガシラ 1 検体から 0.31ppm、ハマチ 1 検体から 0.26ppm、サバ 1 検体

から 0.17ppm、カサゴ 1検体から 0.12ppm、チダイ 2検体から 0.08ppmおよび 0.07ppm、マアジ 2検体から 0.08ppm

および 0.06ppm、ウマヅラハギ 1 検体から 0.03ppm 検出されたが、暫定的規制値（0.4ppm）を超えたものはなか

った。 

イ 魚介類中の有機スズ化合物 

9 検体について検査を実施した結果、ハマチ 1 検体から TBTO（ビストリブチル錫化合物）が 0.09ppm および TPT

（トリフェニル錫化合物）が 0.06ppm 検出された。 

ウ 玄米中のカドミウム 

県内産 10 検体について検査を実施した結果、7 検体から 0.05ppm～0.19ppm 検出されたが、規格基準（0.4ppm）

を超えたものはなかった。 

エ 貝毒（麻痺性貝毒、下痢性貝毒） 

カキ 4 検体について検査を実施した結果、1 検体から下痢性貝毒が 0.01 mgオカダ酸当量/kg検出されたが、規制

値（麻痺性貝毒 4MU/g、下痢性貝毒 0.16 mgオカダ酸当量/kg）を超えたものはなかった。 

オ かび毒 

牛乳 1 検体についてアフラトキシンM1の検査を実施した結果、定量限界（0.05µg/kg）未満であった。 

⑤ 食品添加物の検査 

漬物、しょう油、みそ、菓子等 48 検体について次の検査項目（ア~ケ）を実施した結果、しょう油 1 検体で表示さ

れていたパラオキシ安息香酸エステル類が検出されず、表示されていなかった安息香酸が検出された。 

ア 保存料（ソルビン酸） 
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漬物、みそ、食肉製品等 23 検体 

イ 保存料（安息香酸、パラオキシ安息香酸エステル類） 

しょう油等 8 検体 

ウ 甘味料（サッカリンナトリウム） 

しょう油、漬物、菓子等 21 検体 

  エ 甘味料（アセスルファムカリウム） 

   しょう油、菓子等 7 検体 

  オ 甘味料（サイクラミン酸） 

輸入菓子等 11 検体 

カ 発色剤（亜硝酸根） 

食肉製品、たらこ等 8 検体 

キ 着色料（許可色素 12 色、不許可色素 14 色） 

漬物、菓子等 18 検体 

ク 酸化防止剤（ジブチルヒドロキシトルエン（BHT）およびブチルヒドロキシアニソール（BHA）） 

魚介乾製品等 2 検体 

ケ 酸化防止剤（tert-ブチルヒドロキノン（TBHQ）） 

輸入菓子等 11 検体 

⑥ 遺伝子組換え食品の検査 

大豆加工品（豆腐）4 検体について大豆組換え遺伝子（P35S、RRS2）の定性検査を実施した。また、それらの原料

大豆 10 検体について大豆組換え遺伝子（P35S、RRS2）の定性検査および遺伝子組換え大豆（RRS、RRS2、LLS）

の定量検査を実施した結果、表示違反はなかった。 

⑦ アレルギー特定原材料の検査 

菓子 10検体、加工食品 4 検体についてアレルギー特定原材料（卵、乳、小麦、そば、落花生、えび・かに）の検査

を実施した結果、表示違反はなかった。 

⑧ 上記①~⑦の検査項目以外の検査（規格基準） 

食品、器具・容器包装およびおもちゃ 17 検体について規格基準検査を実施した結果、全て規格基準に適合していた

（表 4）。 

 

(2) 外部精度管理 

検査業務管理（GLP）の一環として、第三者機関が実施する精度管理調査に 8 回参加した。 

・重金属（カドミウム：玄米（粉末）） 

・残留農薬検査Ⅰ（クロルピリホス、ダイアジノン：ほうれんそうペースト） 

・残留農薬検査Ⅱ（アトラジン、クロルピリホス、チオベンカルブ、フェントエート、フルトラニル、マラチオン：か

ぼちゃペースト） 

・残留動物用医薬品（スルファジミジン：豚肉（もも）ペースト） 

・食品添加物Ⅰ（着色料：果実ペースト） 

・食品添加物Ⅱ（ソルビン酸：果実ペースト） 

・麻痺性貝毒検査（ホタテガイペースト）  

・特定原材料検査（卵：こしあん） 

このほか、地方衛生研究所全国協議会東海・北陸ブロックが実施した精度管理調査に参加した。 

 

２．２．２ 医薬品検査 

厚生労働省から委託された後発医薬品品質確保対策として、医薬品3検体の溶出試験を実施した。また、医薬品1検体

について、厚生労働省による外部精度管理の技能試験を受験した。 

 
２． ２．３ 水道関係水質検査 

福井県水道水質管理計画に基づき、県内 12 か所の水道水源（表流水 5、地下水 7）の原水および浄水について水質基

準に関する省令（H15 年厚生労働省令第 101 号）に定める水質管理目標設定項目等の検査を実施した。結果は、原水の

マンガン、アルミニウム、過マンガン酸カリウム消費量、濁度およびランゲリア指数において、浄水に適用される目標値

を超える検体があり、浄水については、過マンガン酸カリウム消費量およびランゲリア指数が目標値を超える検体があっ

た。 

また、水道水源 6 か所（表流水 2、地下水 4）の原水について残留農薬 53 項目の検査を実施した結果、全て目標値未

満であった。 

 
２．２．４ 調査研究 

令和 5 年度に実施した調査研究は次のとおりである。 

(1) 福井県産の米におけるマイコトキシン一斉分析法の確立および汚染実態調査 

 一斉分析法について、多機能カラムを用いた前処理法の条件検討を行った。 
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表 1 月別事業別検体数 

区分 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 
延べ検査 

項目数 

 食品衛

生検査 

収去検査 20 23 7 13 23 22 20 17 － 42 － － 187 15,602  

外部精度 

管理 
－ 1 1 2 0 2 5 0 0 0 0 0 11 20  

 医薬品 

検査 

受託検査 － － － － － － － － 3 － － － 3 3  

外部精度 

管理 
－ － － － － － － － － － － 1 1 1  

 水道関係水質検査 － － － 16 14 － － － － － － － 30 874  

合計 20 24 8 31 37 24 25 17 3 42 0 1 232 16,500  

 

 

 

 

表 2 食品関係収去検査の検体内訳 

検体種類 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 

魚介類 － 10 － － － － 6 3 － － － － 19 

魚介類加工品 － － 2 － － － － 5 － － － － 7 

肉卵類およびその加工品 － － 3 3 － － 1 2 － － － － 9 

乳製品（牛乳を含む） － 1 － － － － － － － － － － 1 

穀類およびその加工品 － － － － － 10 － － － － － － 10 

野菜・果実およびその加工品 2 12 2 － 23 12 － 4 － － － － 55 

菓子類 2 － － － － － 10 － － 11 － － 23 

清涼飲料水 － － － 9 － － － － － － － － 9 

その他の食品 16 － － 1 － － 3 3 － 14 － － 37 

器具・容器包装 － － － － － － － － － 13 － － 13 

おもちゃ － － － － － － － － － 4 － － 4 

合    計 20 23 7 13 23 22 20 17 0 42 0 0 187 
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表 3 残留農薬検出状況                                   （単位：ppm） 

検体区分 食品名 項目 値 項目 値 

県内産野菜・果実 

ピーマン トルフェンピラド 0.19    

トマト ブプロフェジン 0.07  ルフェヌロン 0.01  

ねぎ フルトラニル 0.04    

なす ペルメトリン 0.04    

きゅうり イミダクロプリド 0.01  ペルメトリン 0.03  

県内産玄米 

玄米 クロチアニジン 0.02  フェリムゾン 0.04  

玄米 クロチアニジン 0.09  フェリムゾン 0.11  

玄米 ジノテフラン 0.04  ブロモブチド 0.02  

玄米 
ジノテフラン 0.20  フェリムゾン 0.06  

フサライド 0.04    

玄米 フラメトピル 0.05    

玄米 クロチアニジン 0.06  フサライド 0.02  

玄米 クロチアニジン 0.03  フサライド 0.02  

県外、輸入野菜・果実 

オレンジ 
アゾキシストロビン 0.31  イマザリル 0.93  

チアベンダゾール 0.70  フルジオキソニル 0.22  

ぶどう 

クロルピリホス 0.05  ビフェントリン 0.05  

ピリメタニル 0.03  フルジオキソニル 0.02  

プロチオホス 0.02  ボスカリド 0.08  

ミクロブタニル 0.01  
メタラキシル及びメ

フェノキサム 
0.05  

ほうれんそう クロルフェナピル 0.04    

輸入野菜・果実加工品 

カットほうれん草 アゾキシストロビン 0.01    

塩あじえだ豆 アゾキシストロビン 0.02    

塩あじえだ豆 シペルメトリン 0.04    

 

 

 

 

表 4 規格基準検査の項目および検体数 

検体区分 検査項目 検体数 

牛乳 比重、酸度、無脂乳固形分、乳脂肪分 1 

清涼飲料水 混濁、沈殿物および固形異物、ヒ素、鉛 9 

生あん シアン化合物 3 

即席めん類、菓子 含有油脂（酸価、過酸化物価） 0 

陶磁器等 溶出試験（カドミウム、鉛） 5 

合成樹脂製容器等 溶出試験（重金属、過マンガン酸カリウム消費量、蒸発残留物） 6 

紙製容器等 溶出試験（着色料、蛍光物質） 2 

ゴム製おしゃぶり等 溶出試験（フェノール、ホルムアルデヒド、亜鉛、重金属、蒸発残留物） 1 

折り紙 溶出試験（重金属、蛍光物質、ヒ素、着色料） 3 
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３．環 境 部 
 

当部は、大気環境、水質環境および化学物質等に関する測定分析、それぞれの業務に関する調査研究および研修指導等

の業務を実施している。 

 

３．１ 大気・化学物質研究グループ 

 

３．１．１ テレメータ常時監視事業 

(1) 大気常時測定局における常時監視測定 

福井県大気汚染監視テレメータシステムにより県内の大気汚染状況の常時監視を行った（大気汚染防止法第22条に基

づく法定受託事務）。 

①測定期間：令和 5 年 4 月～令和 6 年 3 月 

②測定地点：三国局ほか計 26 局（大気環境測定車「みどり号」および福井市所管の吉野、松岡の 2 局を除いた局数） 

・一般環境大気測定局（一般局）：20局〔県管理11局、市等管理9局〕 

・自動車排出ガス測定局（自排局）：3局〔県管理2局、市管理局1局〕 

・発生源監視測定局（発生源局）：3局〔企業管理3局〕 

③測定項目：計 21 項目 

二酸化硫黄、一酸化窒素、二酸化窒素、一酸化炭素、光化学オキシダント、非メタン炭化水素、メタン、浮遊粒子状

物質、微小粒子状物質（PM2.5）、硫化水素、塩化水素、風向、風速、気温、湿度、燃料使用量、排ガス温度、排ガス中

硫黄酸化物・窒素酸化物・酸素濃度、発電量 

④測定結果 

環境基準の定められている測定項目の測定結果は、次のとおりであった。 

詳細についてはホームページ参照（https://www.erc.pref.fukui.jp/tm/） 

・二酸化硫黄 

一般局15局で測定し、全局で環境基準を達成していた。 

・二酸化窒素 

一般局16局、自排局3局で測定し、全局で環境基準を達成していた。 

・一酸化炭素 

自排局3局で測定し、全局で環境基準を達成していた。 

・光化学オキシダント 

一般局13局で測定し、全局で環境基準非達成であったが、1時間値が光化学オキシダント注意報発令基準値(0.12 ppm)

以上を観測した日はなかった。 

・浮遊粒子状物質 

一般局 20 局、自排局 3 局で測定し、全局で環境基準を達成していた。 

・微小粒子状物質（PM2.5） 

一般局 8 局、自排局 1 局で測定し、全局で環境基準を達成していた。 

また、県の微小粒子状物質（PM2.5）注意喚起マニュアルで定めた基準値（午前 5 時～7 時の 1 時間値の平均 80 

μg/㎥または午前 5 時～12 時の 1 時間値の平均値 75 μg/㎥）を超える事例もなかった。 

(2) 大気環境測定車「みどり号」による調査 

常時監視補完調査を5地点、行政依頼調査を1地点（勝山市）で実施した。 

①調査期間：令和 5 年 4 月～令和 5 年 10 月 

②調査地点：池田町、坂井市、永平寺町、勝山市、越前町、小浜市 

③調査項目：計 14 項目 

二酸化硫黄、浮遊粒子状物質、微小粒子状物質、一酸化窒素、二酸化窒素、光化学オキシダント、非メタン炭化水素、

メタン、全炭化水素、一酸化炭素、風向、風速、気温、湿度 

④調査結果 

調査結果は表 1 のとおり。 

池田町、坂井市、永平寺町の3地点で、環境基準（1時間値0.06 ppm）を超える光化学オキシダント濃度を観測した。 

 (3) 微小粒子状物質（PM2.5）成分分析 

微小粒子状物質（PM2.5）の成分調査を2地点で実施した。 

①調査期間：令和5年5月～令和6年2月（年4回（14日間／回）） 

②調査地点：福井局、今立局 

③調査項目：計 42 項目（質量濃度、イオン成分 8 項目、炭素成分 2 項目、無機元素成分 31 項目） 

④調査結果：表 2 のとおり 

 冬季調査  

・イオン成分および炭素成分（今立局）：石英側サンプラーの故障のため、欠測とした。 

・無機元素成分（福井局、今立局）：分析機器の故障のため、欠測とした。 
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表２ 微小粒子状物質（PM2.5）成分分析結果（令和 5年度） 

調査地点：福井局 

 
(注) ・質量濃度、イオン成分濃度、炭素成分濃度の単位は μg/m3、無機元素成分濃度の単位は ng/m3とした。 

・平均値を算出する際、測定値が検出下限値未満の場合、検出下限値の 2 分の 1 の値を用いた。 

・報告値は環境省報告要領に準拠 

平均 最小 最大 平均 最小 最大 平均 最小 最大 平均 最小 最大

11.7 2.9 20.9 10 4.6 16.5 7.6 2.5 13.2 6.3 2.3 12.3 8.9

Cl- 0.031 0.01 0.106 0.0936 0.0535 0.209 0.201 0.125 0.392 0.524 0.201 1.13 0.212

NO3
- 0.217 0.079 0.534 0.232 0.162 0.393 0.33 0.101 0.544 0.871 0.15 1.77 0.413

SO4
2- 2.75 0.44 5.09 2.81 0.92 5.83 1.63 0.417 3.27 1.54 0.665 2.93 2.18

Na+ 0.101 0.045 0.208 0.098 0.031 0.16 0.083 0.0416 0.155 0.118 0.044 0.225 0.1

NH4
+ 0.924 0.116 1.74 0.978 0.372 1.92 0.764 0.191 1.39 0.947 0.385 1.92 0.903

K+ 0.098 0.052 0.158 0.052 0.017 0.11 0.071 0.024 0.125 0.054 0.015 0.123 0.069

Mg2+ 0.0421 0.0247 0.0853 0.0109 0.0041 0.0189 0.0101 0.0042 0.0177 0.0122 <0.0012 0.0427 0.0188

Ca2+ 0.081 0.013 0.32 0.036 0.02 0.052 0.036 0.011 0.068 0.022 <0.006 0.06 0.044

OC 2.84 1.22 5.03 4.14 1.77 5.44 2.41 0.76 4.57 1.55 0.55 2.96 2.8

EC 0.502 0.13 0.919 0.502 0.203 0.725 0.588 0.145 1.02 0.442 0.13 0.921 0.525

Na 70 <0.9 183 82.8 38 133 43.5 1.3 77.8 - - - 108

Al 206 12.4 918 37.7 17 52.2 22 1.6 71.8 - - - 46.6

K 129 14.9 364 56.4 17 120 43.2 2.1 97.1 - - - 74.7

Ca 67.8 6.3 231 34.4 15.3 52.2 12.2 <2.1 35.1 - - - 37.7

Sc 0.037 0.0024 0.162 0.0069 0.003 0.01 0.0041 <0.0017 0.0142 - - - 0.0096

Ti* 16 0.9 67 3 1.4 4.1 2.3 <0.4 6.2 - - - 3.8

V 1.08 0.119 2.59 0.704 0.322 1.09 0.459 0.053 0.871 - - - 0.708

Cr 0.74 <0.09 1.74 0.46 0.14 0.87 0.33 <0.09 0.83 - - - 0.44

Mn* 6.58 0.309 18.4 2.66 1.18 4.38 3.15 0.245 6.76 - - - 3.93

Fe 169 12 581 56 24 79 51 <4 120 - - - 62

Co* 0.104 <0.007 0.39 0.032 0.012 0.052 0.021 <0.007 0.062 - - - 0.036

Ni 0.77 <0.12 1.81 0.53 0.15 0.81 0.34 <0.12 0.85 - - - 0.76

Cu* 1.99 0.3 4.64 1.91 0.49 4.28 1.6 0.14 3.41 - - - 1.97

Zn 15.4 2.1 39.7 11.5 3.3 18.1 7 <0.5 16.6 - - - 10.3

As 0.85 0.102 4.02 0.574 0.076 3 0.519 0.112 1.16 - - - 0.538

Se* 0.442 0.073 1.37 0.269 0.098 0.409 0.29 0.0646 0.786 - - - 0.285

Rb* 0.473 0.034 1.6 0.154 0.056 0.248 0.123 0.01 0.295 - - - 0.207

Mo* 0.5 0.057 1.24 0.409 0.073 1 0.25 0.037 0.688 - - - 0.338

Sb 0.664 0.098 1.18 0.791 0.23 1.88 0.951 0.042 2.75 - - - 0.571

Cs* 0.029 <0.004 0.101 0.012 <0.004 0.023 0.013 <0.004 0.042 - - - 0.017

Ba* 2.47 0.32 7.62 2.03 0.73 5.66 1.11 <0.06 2.09 - - - 1.71

La* 0.11 0.0092 0.467 0.0431 0.0192 0.0746 0.0526 0.0034 0.156 - - - 0.0495

Ce* 0.254 0.0195 0.949 0.0817 0.0337 0.145 0.117 0.0102 0.38 - - - 0.0993

Sm* 0.0148 <0.0021 0.0696 0.0031 <0.0021 0.0063 0.0082 <0.0021 0.101 - - - 0.0037

Hf* <0.03 <0.03 0.053 <0.03 <0.03 0.015 <0.03 <0.03 0.015 - - - <0.03

W* 0.62 <0.04 3.27 2.49 <0.04 6.65 0.25 <0.04 2.79 - - - 1.28

Ta* 0.17 <0.16 1.03 <0.16 <0.16 0.08 <0.16 <0.16 0.08 - - - <0.16

Th* 0.03 <0.003 0.145 <0.003 <0.003 0.007 0.004 <0.003 0.019 - - - 0.007

Pb 4.06 0.17 9.75 2.9 0.35 6.3 3.75 0.33 20.1 - - - 2.94

Be 0.01 <0.004 0.04 <0.004 <0.004 0.002 <0.004 <0.004 0.002 - - - 0.005

Cd 0.113 0.011 0.318 0.069 0.019 0.115 0.103 0.004 0.511 - - - 0.096

質量濃度

イ
オ
ン
成
分

炭
素
成
分

無
機
元
素
成
分

項目

春 夏 秋 冬

年平均調査期間：R5.5.11～R5.5.24 調査期間：R5.7.20～R5.8.2 調査期間：R5.10.19～R5.11.1 調査期間：R6.1.18～R6.1.31
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調査地点：今立局 

 
 (注) ・質量濃度、イオン成分濃度、炭素成分濃度の単位は μg/m3、無機元素成分濃度の単位は ng/m3とした。 

・平均値を算出する際、測定値が検出下限値未満の場合、検出下限値の 2 分の 1 の値を用いた。 

・報告値は環境省報告要領に準拠 

  

平均 最小 最大 平均 最小 最大 平均 最小 最大 平均 最小 最大

10.9 2.6 24.9 9.3 4.4 15.5 6.1 1.8 10.7 4.4 1.9 8.3 7.7

Cl- 0.007 <0.003 0.034 0.0389 0.0198 0.0822 0.041 0.02 0.066 - - - 0.028

NO3
- 0.115 0.032 0.284 0.18 0.092 0.28 0.104 0.016 0.183 - - - 0.134

SO4
2- 2.28 0.457 5.36 2.62 1.48 5.16 1.44 0.377 2.87 - - - 2.15

Na+ 0.068 0.012 0.208 0.07 0.019 0.128 0.0584 0.0289 0.102 - - - 0.0657

NH4
+ 0.741 0.108 1.7 0.923 0.474 1.73 0.553 0.123 1.13 - - - 0.748

K+ 0.084 0.043 0.186 0.024 <0.004 0.034 0.065 0.03 0.102 - - - 0.057

Mg2+ 0.036 0.022 0.0797 0.0051 <0.0022 0.0134 0.0053 0.0021 0.0095 - - - 0.016

Ca2+ 0.07 <0.004 0.245 0.016 0.008 0.027 0.017 <0.006 0.043 - - - 0.035

OC 2.21 0.729 4.78 3.91 1.84 5.7 1.66 0.31 3.06 - - - 2.64

EC 0.38 0.022 0.94 0.36 0.0021 0.533 0.502 0.102 0.922 - - - 0.409

Na 60.7 15.7 208 43.5 17 85.1 33 11.6 69.5 - - - 45.7

Al 159 7.1 928 18.7 7.7 75.9 14.5 3.1 32.5 - - - 64.2

K 93.4 11.7 425 24.7 13.4 39 37.2 9.3 78.2 - - - 51.8

Ca 51 <2.1 220 9.8 5.3 14.7 9.8 <2.1 31.4 - - - 23.5

Sc 0.031 <0.0017 0.168 0.0027 <0.0017 0.0051 0.0023 <0.0017 0.0061 - - - 0.012

Ti* 12 0.8 61.9 1.6 0.5 2.8 1.3 <0.4 4.1 - - - 5

V 0.764 0.081 2.43 0.585 0.367 0.827 0.311 0.037 0.62 - - - 0.553

Cr 0.52 <0.09 1.8 0.22 <0.09 0.5 0.35 <0.09 1.6 - - - 0.36

Mn* 4.9 0.757 15.4 1.61 0.828 2.47 2.21 0.329 4.75 - - - 2.9

Fe 121 10 644 25 12 38 31 6 84 - - - 59

Co* 0.083 0.012 0.223 0.013 <0.007 0.021 0.013 <0.007 0.039 - - - 0.037

Ni 0.51 <0.12 1.59 0.24 <0.12 0.4 0.28 <0.12 0.81 - - - 0.35

Cu* 0.9 0.15 2.85 0.61 0.22 0.99 0.24 <0.12 1.16 - - - 0.58

Zn 42 1.5 309 5.1 2.9 10.7 4.4 0.5 11.8 - - - 17.2

As 0.701 0.037 4.09 0.344 0.057 1.67 0.492 0.139 0.999 - - - 0.512

Se* 0.28 0.042 0.839 0.181 0.095 0.265 0.252 0.064 0.563 - - - 0.238

Rb* 0.364 0.028 1.9 0.073 0.046 0.104 0.096 0.0161 0.229 - - - 0.178

Mo* 0.298 0.03 0.809 0.236 0.078 0.445 0.194 0.019 0.583 - - - 0.243

Sb 0.352 0.056 0.842 0.229 0.083 0.666 0.241 0.043 0.545 - - - 0.274

Cs* 0.031 <0.004 0.182 0.008 <0.004 0.014 0.009 <0.004 0.029 - - - 0.016

Ba* 1.71 0.16 7.32 0.65 0.26 1.34 0.57 0.16 1.26 - - - 0.97

La* 0.0822 0.0018 0.419 0.0158 0.0063 0.0258 0.014 <0.0016 0.036 - - - 0.0374

Ce* 0.176 0.0102 0.915 0.0253 0.0131 0.0393 0.0233 0.0033 0.0575 - - - 0.0749

Sm* 0.0111 <0.0021 0.0635 <0.0021 <0.0021 0.00105 <0.0021 <0.0021 0.0032 - - - 0.0045

Hf* 0.032 <0.03 0.149 <0.03 <0.03 0.015 <0.03 <0.03 0.015 - - - <0.03

W* 0.78 <0.04 3.27 3.45 0.19 8.37 0.31 <0.04 3.69 - - - 1.51

Ta* 0.26 <0.16 2.65 <0.16 <0.16 0.08 <0.16 <0.16 0.08 - - - <0.16

Th* 0.029 <0.003 0.149 <0.003 <0.003 0.0015 <0.003 <0.003 0.0015 - - - 0.011

Pb 3.1 0.17 9.04 2.28 0.37 13.7 3.34 <0.16 20 - - - 2.91

Be 0.008 <0.004 0.047 <0.004 <0.004 0.002 <0.004 <0.004 0.002 - - - 0.004

Cd 0.078 <0.004 0.294 0.037 0.014 0.063 0.064 0.005 0.185 - - - 0.06

質量濃度

イ
オ
ン
成
分

炭
素
成
分

無
機
元
素
成
分

夏 秋 冬

年平均調査期間：R5.5.11～R5.5.24 調査期間：R5.7.20～R5.8.2 調査期間：R5.10.19～R5.11.1 調査期間：R6.1.18～R6.1.31項目
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３．１．２ 酸性雨監視調査事業 

本県における酸性雨の実態を把握するため、湿性沈着（降水）モニタリング調査および乾性沈着（ガス状・粒子状成分）

モニタリング調査を実施した。 

(1) 湿性沈着モニタリング調査 

①調査期間：令和 5 年 4 月～令和 6 年 3 月 

②調査地点：1 地点（福井市原目町 衛生環境研究センター） 

③調査項目：計 11 項目（降水量、pH、電気伝導率（EC）、イオン濃度 8 項目） 

④調査結果：表 3 のとおり 

(2) 乾性沈着モニタリング調査 

①調査期間：令和 5 年 4 月～令和 6 年 3 月 

②調査地点：1 地点（福井市原目町 衛生環境研究センター） 

③調査項目：計 12 項目（ガス状成分 4 項目、粒子状成分 8 項目） 

④調査結果：表 4 のとおり 

 

表 3 湿性沈着調査結果（令和 5 年度）                         調査地点：衛生環境研究センター（福井市）  

 
(注) H+については、pH からの算出値 

 

表 4 乾性沈着調査結果（令和 5 年度）                         調査地点：衛生環境研究センター（福井市） 

  
  

降水量 pH EC SO4
2- NO3

-
Cl- NH4

+
Na+ K+ Ca2+ Mg2+ H+

mm mS/m μmol/L

R5.4 30.8 5.33 1.26 9.8 13.4 44.6 9.0 37.9 0.6 10.3 5.1 4.7

5 259.1 5.26 0.38 2.1 4.4 1.9 1.6 1.4 0.2 0.9 0.4 5.4

6 210.1 5.11 0.56 3.3 10.7 3.7 7.6 2.6 0.3 0.9 0.4 7.7

7 209.7 4.94 0.67 4.8 8.6 6.6 4.5 5.5 0.3 0.8 0.6 11.4

8 34.8 5.02 0.49 3.0 8.1 5.2 1.7 4.2 0.4 1.2 0.6 9.6

9 149.9 4.96 0.81 5.9 8.8 16.2 1.7 13.4 0.8 1.2 1.7 10.9

10 274.8 4.83 2.11 13.5 16.6 82.0 12.3 69.9 2.2 2.7 7.5 14.8

11 370.9 5.09 3.00 22.4 20.9 213.5 63.6 182.8 21.7 8.0 22.5 8.0

12 292.3 5.04 4.08 20.8 17.0 230.2 12.1 199.4 6.6 8.0 22.8 9.1

R6.1 189.0 4.69 5.74 30.4 30.5 295.6 25.9 254.1 7.1 8.3 28.5 20.4

2 141.8 4.77 2.16 17.3 17.8 61.7 18.6 51.5 5.1 5.8 7.3 17.0

3 204.7 5.44 3.47 21.4 21.0 182.1 29.4 157.9 3.3 10.4 16.4 3.6

年平均 197.3 4.99 2.33 14.4 15.7 117.2 20.1 100.7 5.8 4.9 11.7 10.2

年 月

ガス状成分 粒子状成分

HNO3 SO2 HCl NH3 SO4
2-

NO3
-

Cl
-

Na
+

K
+

Ca
2+

Mg
2+ NH4

+

nmol/ｍ3 nmol/ｍ3

R5.4 8.2 15.1 19.2 55.0 33.2 39.5 52.9 64.8 6.1 28.6 10.3 41.9

5 8.3 21.2 15.1 66.4 23.2 22.4 20.3 33.4 3.9 11.2 5.2 32.4

6 15.2 15.0 15.1 81.4 24.2 12.1 3.9 13.6 2.6 4.9 2.2 38.0

7 13.8 14.8 16.5 87.8 28.4 11.8 3.3 15.8 2.0 8.1 2.8 37.4

8 7.1 17.6 13.7 78.6 17.0 12.7 8.9 20.3 3.5 7.1 2.8 22.3

9 7.7 12.4 14.8 86.6 18.5 16.6 21.4 32.6 5.3 6.7 4.2 23.5

10 7.8 15.3 14.6 70.2 19.5 13.0 35.7 39.1 3.2 5.4 4.8 26.4

11 2.7 15.7 9.6 31.5 13.9 12.7 70.0 71.4 1.4 4.0 7.9 16.4

12 2.8 12.1 7.5 37.7 11.5 11.8 43.0 44.0 1.1 6.0 5.1 14.8

R6.1 1.8 10.2 4.8 21.1 14.3 14.9 69.2 66.5 1.8 2.9 6.5 27.1

2 2.0 20.2 5.8 29.7 9.8 7.7 22.8 24.2 1.2 2.2 2.1 14.7

3 3.5 11.9 8.9 33.3 24.5 28.2 85.8 88.4 5.0 10.4 10.8 42.1

年平均 7.0 15.5 12.5 58.5 20.1 17.1 34.7 41.5 3.1 8.3 5.3 28.2

年 月
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３．１．３ アスベスト飛散防止監視事業 

アスベストを使用した建築物の解体工事中に敷地境界におけるアスベスト濃度の測定を行った（試料採取は健康福祉

センターが担当）。 

①測 定 期 間：令和 5 年 4 月～令和 6 年 3 月 

②測定検体数：3 検体 

③測 定 方 法：電子顕微鏡法 

④測 定 結 果：表 5 のとおり 

 

表 5 アスベスト測定結果（令和 5 年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．１．４ 有害大気汚染物質監視事業 

揮発性有機化合物 12 物質のうち酸化エチレンについては、1 地点で年 4 回、残りの 11 物質については、3 地点で毎月

の調査を実施した。 

また、アルデヒド類については 2 地点、重金属類は 1～2 地点、多環芳香族炭化水素については 1 地点で、それぞれ年

4 回調査を実施した。 

①調査期間：令和 5 年 4 月～令和 6 年 3 月 

②調査地点：3 地点（大気常時測定局） 和久野局、三国局、神明局 

③調査物質 

揮発性有機化合物 12 物質、アルデヒド類 2 物質、重金属類 6 物質、多環芳香族炭化水素 1 物質 

④調査結果 

調査結果は表 6 のとおり。 

環境基準が設定されているジクロロメタン、テトラクロロエチレン、トリクロロエチレンおよびベンゼンの 4 物質

については、3 地点とも環境基準値以下であった。 

また、指針値が設定されているアクリロニトリル等 11 物質については、3 地点とも指針値以下であった。 

  

アスベスト繊維数濃度：F （本/L） 検体数 

             F  ≦  1.0 3 

     1.0  ＜  F  ≦  5.0 0 

5.0  ＜  F  ≦  10 0 

10   ＜  F 0 

合 計 3 
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３．１．５ 悪臭・騒音・振動防止対策事業 

テクノポート福井に立地する事業所の敷地境界線において、県と締結している公害防止協定の遵守状況を確認するた

め、悪臭および騒音の調査を実施した。 

(1) 悪臭 

①調 査 時 期：令和 5 年 8 月 

②調査事業所：6 事業所 

③調査地点数：12 地点（6 事業所×2 地点） 

④調 査 項 目：テトラクロロエチレン、トルエン、クロロホルム、キシレン、クロロベンゼン、塩化水素 

⑤調 査 結 果：協定値を超えた事業所はなかった。 

(2) 騒音 

①調 査 時 期：令和 5 年 8 月 

②調査事業所：12 事業所 

③調 査 結 果：1 事業所で協定値(65dB)を超えていた。当該事業所には環境政策課が改善を指導した。 

 

３．１．６ 化学物質環境実態調査（環境省委託：化学物質エコ調査） 

環境省では、化学物質による環境汚染の実態を把握するため昭和 54 年度から本調査を全国規模で実施しており、当セ

ンターも平成元年度からこの調査に参加している。 

令和 5 年度はモニタリング調査（水質、底質）を行った。 

当センターにて試料を採取し、環境省が委託した分析機関に送付するとともに、一般項目等の分析を行った。 

 

モニタリング調査 

①調査時期：令和 5 年 10 月 

②調査地点：笙の川三島橋（敦賀市） 

③調査媒体：水質（河川水）、底質 

④調査物質：残留性有機汚染物質（POPS） 

 

３．１．７ 調査研究 

令和 5 年度に実施した調査研究は、次のとおりである。 

(1) 福井県におけるポリオキシエチレンアルキルエーテルの実態把握と環境負荷低減技術に関する研究（化学物質対策調

査研究事業） 

県内河川水を使用した生分解試験および促進酸化処理(UV/O3)などの排水処理技術の検討を行った。 

(2) 福井県における越境大気汚染の解明に関する研究 －PM2.5の発生源に関する調査－ 

福井局（市街地）とセンター（周辺農地）で採取した PM2.5 について、成分分析の結果を用いて PMF 解析を実施し

た。 

(3) 共同研究への参画 

 全国環境研協議会による第 6 次酸性雨全国調査（研究目的：東アジアからの影響を含めた広域大気汚染の解明；平成

28～令和 3 年度）および国立環境研究所と地方環境研究所が行うⅡ型共同研究「災害時等における化学物質の網羅的簡

易迅速測定法を活用した緊急調査プロトコルの開発（令和 4～6 年度）」、「光化学オキシダント等の変動要因解析を通し

た地域大気汚染対策提言の試み（令和 4～6 年度）」に参画した。 

 

３．１．８ その他  

一般財団法人日本環境衛生センターアジア大気汚染研究センターが実施した酸性雨測定分析機関間比較調査に参加し、

模擬降水試料を分析した。 
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３．２ 水質環境研究グループ 

 

３．２．１ 公共用水域常時監視調査 

公共用水域の水質の常時監視を「公共用水域および地下水の水質の測定に関する計画」に基づき、九頭竜川水域、笙の

川・井の口川水域、耳川水域、北川・南川水域、北潟湖水域および三方五湖水域の 42 地点で実施した（表 1）。 

・調 査 期 間：令和 5 年 4 月～令和 6 年 3 月 

・調 査 地 点：42 地点 

・調 査 項 目：生活環境項目、健康項目、要監視項目、水生生物保全項目等 49 項目 

・分析項目数：1,884 項目 

生活環境の保全に関する環境基準項目（生活環境項目）については、湖沼における有機汚濁の代表的指標である COD

についてみると、北潟湖では 7 地点中 5 地点で、三方五湖では 9 地点中 5 地点で環境基準に不適合であった。 

また、湖沼の富栄養化の主因物質である全窒素・全燐についてみると、全窒素は北潟湖 7 地点、三方五湖 7 地点で、全

燐は北潟湖 6 地点、三方五湖 7 地点で環境基準に不適合であった。 

人の健康の保護に関する環境基準項目（健康項目 26 項目）については、全ての地点で環境基準に適合していた。 

要監視項目については、28 地点で 4 項目を調査した結果、PFOS 及び PFOA が 1 地点で検出されたが指針値を下回っ

た。 

水生生物保全項目については、5 項目を調査した。底層 DO を除く、4 項目のうち、全亜鉛、直鎖アルキルベンゼンス

ルホン酸及びその塩（LAS）が検出されたが、それぞれ最も厳しい生物特 A の環境基準値を下回った。また、ノニルフ

ェノールおよびクロロホルムは検出されなかった。底層 DO は、北潟湖と三方五湖の 6 地点で調査を行った。 

その他、植物プランクトンおよび動物プランクトン調査結果については表 2 に示した。 

 

３．２．２ 地下水質監視調査 

地下水質の常時監視を「公共用水域および地下水の水質の測定に関する計画」に基づき毎年実施しており、概況調査、

汚染井戸周辺地区調査および継続監視調査について、次のとおり当センターで測定した。 

(1) 概況調査 

・調 査 期 日：令和 5 年 5~6 月（年 1 回） 

・調 査 地 点：24 地区 24 地点 

・調 査 項 目：環境基準項目（揮発性有機化合物 12 項目）、要監視項目（揮発性有機化合物 5 項目、PFOS 及び PFOA） 

・検 体 数：24 検体 

・分析項目数：300 項目 

環境基準項目のうち揮発性有機化合物 12 項目について 24 地点で調査した結果、全て不検出であった。また、要監視

項目について 2 地点で調査したところ、全て不検出であった。 

 

(2) 汚染状況詳細調査 

・調 査 期 日：令和 5 年 6 月 

・調 査 地 点：1 地区 2 地点 

・調 査 項 目：トリクロロエチレン等の揮発性有機化合物 12 項目および汚染分布解析のための pH 等項目 10 項目 

・検 体 数：2 検体 

・分析項目数：44 項目 

永平寺町牧福島で揮発性有機化合物について調査した。その結果、調査した 2 地点ともに揮発性有機化合物は検出さ

れなかった。 

 

(3) 汚染井戸周辺地区調査 

・調 査 期 日：令和 5 年 11 月、令和 6 年 1 月 

・調 査 地 点：2 地区 12 地点 

・調 査 項 目：砒素、トリクロロエチレン等の揮発性有機化合物 12 項目および汚染分布解析のための pH 等項目 10 項

目 

・検 体 数：12 検体 

・分析項目数：230 項目 

概況調査において、勝山市、小浜市およびおおい町の井戸で砒素が汚染判断基準値を超過し、小浜市の井戸でテトラク

ロロエチレンが検出されたため、汚染井戸周辺地区調査を実施した。 

その結果、調査した 6 地点で砒素が検出され、1 地点で環境基準値を、5 地点で汚染判断基準値を超過した。また、調

査した 1 地点でトリクロロエチレンが、2 地点でテトラクロロエチレンが検出された。 

 

(4) 継続監視調査 

・調 査 期 日：令和 5 年 5～6 月、11 月（年 2 回） 

・調 査 地 点：28 地区 68 地点 

・調 査 項 目：トリクロロエチレン等の揮発性有機化合物 12 項目、六価クロム、砒素、総水銀、硝酸性窒素及び亜硝

酸性窒素、ふっ素、PFOS 及び PFOA、汚染分布解析のための pH 等項目 10 項目 
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・検 体 数：127 検体 

・分析項目数：1,155 項目 

前年度までに汚染が判明した地区で継続監視調査を実施した結果は、汚染発見時と比較すると全般的に横ばいか低下

傾向にあった。 

 

３．２．３ 工場排水取締強化事業 

令和 5 年度の工場・事業場の排水監視調査は、繊維工業、紙・パルプ・紙加工品製造業、金属製品製造業等の業種・施

設を対象に実施した（表 3、表 4）。 

・調 査 数：100 工場・事業場 

・調 査 項 目：有害物質、生活環境項目等 36 項目 

・分析項目数：842 項目 

排水基準違反（違反したおそれのあるものも含む）の工場・事業場数は 6 であり、基準超過率は 6.0％であった。基準

超過項目は pH、BOD、SS およびジクロロメタンであった。 

 

３．２．４ 公共用水域異常時調査 

魚類のへい死等の水質異常が発生した場合に原因究明のための調査を行っている。令和 5 年度は 1 件あったが、原因

究明には至らなかった（表 5）。 

 

３．２．５ 産業廃棄物最終処分場対策事業 

県内に設置されている産業廃棄物最終処分場等からの浸出水による周縁環境への影響を確認するため、周縁地下水、浸

透水および河川水の水質検査を実施した（表 6）。 

・調査地点数：12 地点  

・調 査 項 目：生活環境項目、健康項目等 34 項目 

・分析項目数：324 項目 

 

３．２．６ 調査研究 

令和 5 年度に実施した調査研究事業は次のとおりである。 

(1)微生物を用いた試験による湖沼環境の影響評価に関する研究 

本研究は、環境基準超過が続く県内の湖沼を対象に、生物応答試験を用いて、有機汚濁の発生機構の解明や、湖外から

流入する排水等が植物プランクトンへ与える影響等を評価するものである。令和 5 年度は、三方湖の流入河川において

藍藻の生長阻害試験を用いた調査を行った。 

(2)生物化学的酸素要求量（BOD）測定における光学式センサ法の導入に向けた検討 

本研究は、BOD の分析の溶存酸素量測定法について、公定法の中で最も新しい手法である光学式センサ法が、これま

で採用してきたよう素滴定法の代替法として支障なく使用できるかを確認することを目的としている。令和 5 年度は、

様々な水質条件に調製した模擬排水を用いて光学式センサ法の特性評価を行うとともに、福井県内の事業所排水の BOD

について、よう素滴定法と光学式センサ法による比較評価を行った。 

(3)多様な水環境の管理に対応した生物応答の活用に関する研究（国立環境研究所と地方環境研究所とのⅡ型共同研究） 

本研究は、地域の様々な水環境の調査方法として、生物応答試験の適用を試み、生物影響に関するデータ蓄積を図ると

ともに、各種試験法の差異を評価し、また、生物への影響が確認された場合には、毒性同定評価（TIE）手法や影響指向

型解析（EDA）の導入を検討するものである。令和 5 年度は、河川および湖沼の公共用水域を対象とした生物応答試験

を実施した。 

(4)廃棄物最終処分場の廃止判断と適正な跡地利用に資する多面的評価手法の適用に関する検討（国立環境研究所と地方

環境研究所とのⅡ型共同研究） 

地方環境研究所は、廃止基準項目の検査や廃止判断にあたって科学的な見地からの助言を求められる立場にあり、科学

的かつ合理的な判断根拠を示すことが求められる。本研究は、処分場廃止に係る検査および判断に関して地環研が有する

知見の共有と、横断的な支援を可能にするネットワーク形成を図る。また、集積された知見をもとに最終処分場の現場特

異性と跡地の利用を考慮したうえで、科学的かつ総合的に廃止に関する評価手法を構築する。令和 5 年度は、一般廃棄物

最終処分場を対象とした現場調査に参加した。 

(5)海域における気候変動と貧酸素水塊（DO）／有機物（COD）／栄養塩に係る物質循環との関係に関する研究（国立環

境研究所と地方環境研究所とのⅡ型共同研究） 

 沿岸海域において、これまで蓄積されてきたモニタリングデータから、COD や全窒素・全リン等の有機物指標、底層・

表層の溶存酸素量（DO）、それに硝酸態・亜硝酸態窒素等の栄養塩の時系列解析を行い、長期変動を評価する。また、水

温と上記の各水質項目の変動のパターンの比較を行うと共に、底層 DO 、水温および塩分・塩化物イオンにおいては、

表層との差異や密度差の長期変動についても評価を行う。令和 5 年度は、本県海域の各水質項目の経年変化について取

りまとめた。 

 

３．２．７ その他 

環境省が実施した環境測定分析統一精度管理調査に参加した。 
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表 1 公共用水域常時監視調査の概要 

  

九 頭 竜 川 (荒 鹿 橋) 2  2  3  7  

日 野 川 (豊 橋) 2  1  3  

竹 田 川 (清 間 橋) 2  1  3  

竹 田 川 (栄 橋) 2  2  3  7  

兵 庫 川 (新野中橋) 2  2  3  7  

吉 野 瀬 川 (下 司 橋) 2  2  3  7  

浅 水 川 (天 神 橋) 2  2  3  7  

真 名 川 (土布子橋) 2  2  3  7  

磯 部 川 (安 沢 橋) 2  2  3  7  

鞍 谷 川 (浮 橋) 2  2  3  7  

清 滝 川 (新在家橋) 2  2  3  7  

穴 田 川 (榛 木 橋) 2  2  3  7  

田 島 川 (長 屋 橋) 2  2  3  7  

五 領 川 (熊 堂 橋) 2  2  3  7  

大 納 川 (末 端) 2  2  5  9  

黒 津 川 (水 門) 4  2  3  9  

30  32  46  108  

笙 の 川 (三 島 橋) 2  2  3  7  

木 の 芽 川 (木の芽橋) 2  2  4  

深 川 (木の芽橋) 2  2  3  7  

二 夜 の 川 (末 端) 2  2  3  7  

水　　域 井 の 口 川 (穴地蔵橋) 2  2  3  7  

10  8  14  32  

耳 川 (和 田 橋) 2  2  3  7  

2  2  3  7  

北 川 (新道大橋) 2  1  3  

2  1  3  

南 川 (湯 岡 橋) 2  2  3  7  

2  2  3  7  

44  46  67  157  

36  30  66  

66  6  60  132  

36  30  66  

66  26  3  13  64  172  

36  30  66  

66  6  60  132  

36  30  66  

観 音 川 (崎 田 橋) 36  7  1  30  74  

378  26  10  26  334  774  

36  6  30  72  

36  30  66  

36  30  66  

66  24  3  13  64  170  

36  30  66  

72  68  140  

36  30  66  

36  30  66  

66  25  3  13  64  171  

鰣 川 (上 口 橋) 36  3  1  30  70  

456  49  9  33  406  953  

834  75  19  59  740  1,727  

834  119  65  126  740  1,884  

（注）

1 測定月： 4，6，8，10，12，2月

2 分析項目

三方五湖
水    域

水 域 名

九頭竜川

水　　域

水    域
北 潟 湖

河 川 計 （ 24地点）

耳川水域

北 潟 湖 末 端

小　　計　（1地点）

小　　計　（1地点）

井の口川

小　　計　（16地点）

北川・南川
水　　域

笙の川･ 

久 々 子 湖 南 部

小　　計　（8地点）
日 向 湖 北 部

調     査     地     点

小　　計　（5地点）

北 潟 湖 南 部

北 潟 湖 水 路

小　　計　（1地点）

日 之 出 橋
北 潟 湖 心

塩 尻 橋

日 向 湖 南 部
久 々 子 湖 北 部

北 潟 湖 北 部

分 析
総 数

健 康
項 目

生活環境
項 目

要 監 視
項 目

その他の
項 目

水生生物
保全項目

水生生物保全項目
そ の 他 の 項 目

水 月 湖 北 部
水 月 湖 南 部
菅 湖
三 方 湖 西 部

生 活 環 境 項 目

要 監 視 項 目

小　　計　（10地点）

： pH、DO、COD、SS、全窒素、全燐

： 全亜鉛、ノニルフェノール、LAS、底層DO、クロロホルム

： 塩化物イオン、クロロフィルa、クロロフィルb、クロロフィルc、カロチノイド

健 康 項 目

湖 沼 計 （ 18地点）
合 計 （ 42地 点）

三 方 湖 東 部

　 植物プランクトン、動物プランクトン、硫化水素

： カドミウム、全シアン、鉛、六価クロム、砒素、総水銀、PCB、ジクロロメタン、

 　四塩化炭素、1,2-ジクロロエタン、1,1-ジクロロエチレン、シス-1,2-ジクロロエチレン、

    1,1,1-トリクロロエタン、1,1,2-トリクロロエタン、トリクロロエチレン、テトラクロロエチレン、

    1,3-ジクロロプロペン、チウラム、シマジン、チオベンカルブ、ベンゼン、セレン、

    硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素、ふっ素、ほう素、1,4-ジオキサン

： クロロタロニル、塩化ビニルモノマー、エピクロロヒドリン、PFOS及びPFOA
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ra
ch

io
n

u
s 

p
li

ca
ti

li
s

輪
1
0
6

(
2
9
%

)
H

ex
a

rt
h

ra
 s

p
.

輪
7
9

(
2
2
%

)
N

au
p

liu
s 
・

 C
o

p
ep

o
d

id
甲

6
2

(
1
7
%

)
Z

o
o
th

a
m

n
iu

m
 s

p
.

(
1
2
%

)

久
々

子
湖

C
y
c
lo

p
o

id
a

(
2
%

)

S
yn

ch
a

et
a

 s
p

.
(

3
%

)

南
部

1
0
/
3

1
5
5

(
4
2
8

)
B

ra
ch

io
n

u
s 

p
li

ca
ti

li
s

輪
1
0
9

(
7
0
%

)
B

ra
ch

io
n

u
s 

q
u

a
d

ri
d

en
ta

tu
s

輪
1
4

(
9
%

)
N

au
p

liu
s 
・

 C
o

p
ep

o
d

id
甲

1
1

(
7
%

)
B

ra
ch

io
n

u
s 

ca
ly

ci
fl

o
ru

s
(

3
%

)

C
o
d

o
n

el
la

 s
p

.
(

3
%

)

8
/
1

1
,2

6
5

(
1
,6

0
5

)
Z

o
o
th

a
m

n
iu

m
 s

p
.

原
5
5
7

(
4
4
%

)
H

ex
a

rt
h

ra
 s

p
.

輪
5
3
8

(
4
3
%

)
B

ra
ch

io
n

u
s 

p
li

ca
ti

li
s

輪
1
0
9

(
9
%

)
K

er
a

te
ll

a
 v

a
lg

a
(

3
%

)

水
月

湖

N
au

p
liu

s 
・

 C
o

p
ep

o
d

id
(

5
%

)

南
部

1
0
/
3

3
4
6

(
5
7
8

)
A

n
u

ra
eo

p
si

s 
fi

ss
a

輪
1
9
7

(
5
7
%

)
B

ra
ch

io
n

u
s 

p
li

ca
ti

li
s

輪
6
6

(
1
9
%

)
S

yn
ch

a
et

a
 s

p
.

輪
3
8

(
1
1
%

)
B

ra
ch

io
n

u
s 

q
u

a
d

ri
d

en
ta

tu
s

(
3
%

)

C
y
c
lo

p
o

id
a

(
2
%

)

B
ra

ch
io

n
u

s 
p

li
ca

ti
li

s
(

1
5
%

)

8
/
1

7
4
9

(
1
5
2

)
H

ex
a

rt
h

ra
 s

p
.

輪
2
4
5

(
3
3
%

)
N

au
p

liu
s 
・

 C
o

p
ep

o
d

id
甲

1
6
5

(
2
2
%

)
Z

o
o
th

a
m

n
iu

m
 s

p
.

原
1
6
2

(
2
2
%

)
K

er
a

te
ll

a
 v

a
lg

a
(

7
%

)

三
方

湖

東
部

1
0
/
3

2
8
4

(
3
,5

8
1

)
N

au
p

liu
s 
・

 C
o

p
ep

o
d

id
甲

1
9
2

(
6
8
%

)
C

y
c
lo

p
o

id
a

甲
8
8

(
3
1
%

)

（
原

…
原

生
動

物
門

、
輪

 …
輪

虫
綱

、
甲

…
甲

殻
亜

門
）

そ
の

他
主

な
出

現
種

(1
%
以

上
上

位
3
種

）

2
.　

動
物

プ
ラ

ン
ク

ト
ン

優
占

種

第
１

優
占

種
個

体
数

（
％

）
第

2
優

占
種

個
体

数
（
％

）
第

3
優

占
種

個
体

数
（
％

）
そ

の
他

主
な

出
現

種
(1

%
以

上
上

位
3
種

）

第
１

優
占

種
細

胞
数

（
％

）
第

2
優

占
種

細
胞

数
（
％

）
第

3
優

占
種

細
胞

数
（
％

）
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表

3
 
工
場
・
事
業
場
分
析
結
果
（
産
業
分
類
別
）
 

大
分
類

（
中
分
類
）

調
査
数

基
準

超
過
数

※

基
準

超
過
率

(％
)

調
査
数

基
準

超
過
数

※

基
準

超
過
率

(％
)

A
  
 A
～

D
  
(0

1
～

0
8

)
農

業
,林

業
,漁

業
,鉱

業
,採

石
業

,砂
利

採
取

業
,建

設
業

2
  
  
  

0
  
  
  

0
.0

6
  
  
  

0
  
  
  

0
.0

  
  
  

B
  
 E

  
(0

9
・

1
0

)
食

料
品

製
造

業
,飲

料
・
た

ば
こ

・
飼

料
製

造
業

3
  
  
  

0
  
  
  

0
.0

1
4

  
  
  

0
  
  
  

0
.0

  
  
  

C
  
 E

  
(1

1
)

繊
維

工
業

1
4

  
  
  

3
  
  
  

2
1

.4
1

1
6

  
  
  

4
  
  
  

3
.4

  
  
  

D
  
 E

  
(1

2
・

1
3

)
木

材
・
木

製
品

製
造

業
,家

具
・
装

備
品

製
造

業
0

  
  
  

0
  
  
  

-
0

  
  
  

0
  
  
  

-

E
  
 E

  
(1

4
)

パ
ル

プ
・
紙

・
紙

加
工

品
製

造
業

8
  
  
  

1
  
  
  

1
2

.5
2

7
  
  
  

1
  
  
  

3
.7

  
  
  

F
  
 E

  
(1

5
)

印
刷

・
同

関
連

業
0

  
  
  

0
  
  
  

-
0

  
  
  

0
  
  
  

-

G
  
 E

  
(1

6
～

2
0

)
化

学
工

業
,石

油
製

品
・
石

炭
製

品
,プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
製

品
,ゴ

ム
製

品
,な

め
し

革
・同

製
品

・毛
皮

製
造

業
7

  
  
  

0
  
  
  

0
.0

1
0

6
  
  
  

0
  
  
  

0
.0

  
  
  

H
  
 E

  
(2

1
～

2
3

)
窯

業
・
土

石
製

品
製

造
業

,鉄
鋼

業
,非

鉄
金

属
製

造
業

1
  
  
  

0
  
  
  

0
.0

5
  
  
  

0
  
  
  

0
.0

  
  
  

I
  
 E

  
(2

4
)

金
属

製
品

製
造

業
1

2
  
  
  

1
  
  
  

8
.3

1
5

1
  
  
  

1
  
  
  

0
.7

  
  
  

J
  
 E

  
(2

5
～

3
2

)
機

械
器

具
製

造
業

,そ
の

他
の

製
造

業
等

7
  
  
  

0
  
  
  

0
.0

1
7

2
  
  
  

0
  
  
  

0
.0

  
  
  

K
  
 F

  
(3

3
～

3
6

)
電

気
業

,ガ
ス

業
,熱

供
給

業
,水

道
業

8
  
  
  

0
  
  
  

0
.0

5
9

  
  
  

0
  
  
  

0
.0

  
  
  

L
  
 G
～

K
  
(3

7
～

7
0

)
情

報
通

信
業

,運
輸

業
,郵

便
業

,卸
売

業
,小

売
業

,不
動

産
業

等
0

  
  
  

0
  
  
  

-
0

  
  
  

0
  
  
  

-

M
  
 L

  
(7

1
～

7
4

)
学

術
研

究
,専

門
・
技

術
サ

ー
ビ

ス
業

0
  
  
  

0
  
  
  

-
0

  
  
  

0
  
  
  

-

N
  
 M

  
(7

5
～

7
7

)
宿

泊
業

,飲
食

サ
ー

ビ
ス

業
3

  
  
  

0
  
  
  

0
.0

1
3

  
  
  

0
  
  
  

0
.0

  
  
  

O
  
 N

  
(7

8
～

8
0

)
生

活
関

連
サ

ー
ビ

ス
業

,娯
楽

業
4

  
  
  

0
  
  
  

0
.0

2
9

  
  
  

0
  
  
  

0
.0

  
  
  

P
  
 O

•
P

  
(8

1
～

8
5

)
教

育
・
学

習
支

援
業

,医
療

・
福

祉
3

  
  
  

0
  
  
  

0
.0

1
3

  
  
  

0
  
  
  

0
.0

  
  
  

Q
  
 Q

  
(8

6
・

8
7

)
複

合
サ

ー
ビ

ス
事

業
0

  
  
  

0
  
  
  

-
0

  
  
  

0
  
  
  

-

R
  
 R

  
(8

8
～

9
6

)
サ

ー
ビ

ス
業

（他
に

分
類

さ
れ

な
い

も
の

）
2

5
  
  
  

0
  
  
  

0
.0

1
1

8
  
  
  

0
  
  
  

0
.0

  
  
  

S
  
 S

  
(9

7
・

9
8

)
公

務
（
他

に
分

類
さ

れ
る

も
の

を
除

く
）

0
  
  
  

0
  
  
  

-
0

  
  
  

0
  
  
  

-

T
  
 T

  
(9

9
)

分
類

不
能

の
産

業
3

  
  
  

1
  
  
  

3
3

.3
1

3
  
  
  

1
  
  
  

7
.7

  
  
  

1
0

0
  
  
  

6
  
  
  

6
.0

  
  
  

8
4

2
  
  
  

7
  
  
  

0
.8

  
  
  

分
類
記
号

業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
種

工
場
・
事
業
場

項
　
　
　
目

日
本
標
準
産
業
分
類

合
  
  
計
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表

4
 
工
場
事
業
場
排
水
分
析
結
果
（
分
析
項
目
別
）

 

 

p
H

0
/

2
0

/
4

1
/

1
6

0
/

0
1

/
8

0
/

0
0

/
8

0
/

1
0

/
7

0
/

1
0

0
/

8
0

/
0

0
/

0
0

/
3

0
/

4
0

/
3

0
/

0
0

/
2
5

0
/

0
1

/
3

3
/

1
0
2

B
O

D
・

C
O

D
0

/
2

0
/

4
2

/
1
6

0
/

0
0

/
8

0
/

0
0

/
8

0
/

1
0

/
7

0
/

9
0

/
8

0
/

0
0

/
0

0
/

3
0

/
4

0
/

3
0

/
0

0
/

2
5

0
/

0
0

/
3

2
/

1
0
1

S
S

0
/

2
0

/
4

1
/

1
6

0
/

0
0

/
8

0
/

0
0

/
8

0
/

1
0

/
7

0
/

1
0

0
/

8
0

/
0

0
/

0
0

/
3

0
/

4
0

/
3

0
/

0
0

/
2
5

0
/

0
0

/
3

1
/

1
0
2

窒
素

含
有

量
0

/
0

0
/

1
0

/
3

0
/

0
0

/
0

0
/

0
0

/
1

0
/

0
0

/
2

0
/

2
0

/
2

0
/

0
0

/
0

0
/

2
0

/
2

0
/

2
0

/
0

0
/

7
0

/
0

0
/

2
0

/
2
6

燐
含

有
量

0
/

0
0

/
1

0
/

3
0

/
0

0
/

0
0

/
0

0
/

1
0

/
0

0
/

2
0

/
2

0
/

2
0

/
0

0
/

0
0

/
2

0
/

2
0

/
2

0
/

0
0

/
7

0
/

0
0

/
2

0
/

2
6

n
-ヘ

キ
サ

ン
抽

出
物

質
0

/
0

0
/

0
0

/
0

0
/

0
0

/
0

0
/

0
0

/
0

0
/

0
0

/
0

0
/

0
0

/
0

0
/

0
0

/
0

0
/

0
0

/
0

0
/

0
0

/
0

0
/

0
0

/
0

0
/

0
0

/
0

フ
ェ

ノ
ー

ル
類

0
/

0
0

/
0

0
/

0
0

/
0

0
/

0
0

/
0

0
/

1
0

/
0

0
/

0
0

/
0

0
/

1
0

/
0

0
/

0
0

/
0

0
/

0
0

/
0

0
/

0
0

/
1

0
/

0
0

/
0

0
/

3

銅
0

/
0

0
/

0
0

/
0

0
/

0
0

/
0

0
/

0
0

/
1

0
/

0
0

/
1

0
/

5
0

/
1

0
/

0
0

/
0

0
/

0
0

/
0

0
/

0
0

/
0

0
/

1
0

/
0

0
/

0
0

/
9

亜
鉛

0
/

0
0

/
0

0
/

0
0

/
0

0
/

0
0

/
0

0
/

1
0

/
0

0
/

2
0

/
2

0
/

1
0

/
0

0
/

0
0

/
0

0
/

0
0

/
0

0
/

0
0

/
1

0
/

0
0

/
0

0
/

7

溶
解

性
鉄

0
/

0
0

/
0

0
/

0
0

/
0

0
/

0
0

/
0

0
/

1
0

/
0

0
/

0
0

/
1

0
/

1
0

/
0

0
/

0
0

/
0

0
/

0
0

/
0

0
/

0
0

/
1

0
/

0
0

/
0

0
/

4

溶
解

性
マ

ン
ガ

ン
0

/
0

0
/

0
0

/
0

0
/

0
0

/
0

0
/

0
0

/
1

0
/

0
0

/
1

0
/

1
0

/
1

0
/

0
0

/
0

0
/

0
0

/
0

0
/

0
0

/
0

0
/

1
0

/
0

0
/

0
0

/
5

ク
ロ

ム
0

/
0

0
/

0
0

/
0

0
/

0
0

/
0

0
/

0
0

/
1

0
/

0
0

/
5

0
/

2
0

/
1

0
/

0
0

/
0

0
/

0
0

/
0

0
/

0
0

/
0

0
/

1
0

/
0

0
/

0
0

/
1
0

カ
ド

ミ
ウ

ム
及

び
そ

の
化

合
物

0
/

0
0

/
0

0
/

0
0

/
0

0
/

0
0

/
0

0
/

1
0

/
0

0
/

1
0

/
0

0
/

1
0

/
0

0
/

0
0

/
0

0
/

0
0

/
0

0
/

0
0

/
1

0
/

0
0

/
0

0
/

4

シ
ア

ン
化

合
物

0
/

0
0

/
0

0
/

0
0

/
0

0
/

0
0

/
0

0
/

1
0

/
0

0
/

6
0

/
1

0
/

1
0

/
0

0
/

0
0

/
0

0
/

0
0

/
0

0
/

0
0

/
1

0
/

0
0

/
0

0
/

1
0

鉛
及

び
そ

の
化

合
物

0
/

0
0

/
0

0
/

0
0

/
0

0
/

0
0

/
0

0
/

1
0

/
0

0
/

2
0

/
7

0
/

1
0

/
0

0
/

0
0

/
0

0
/

0
0

/
0

0
/

0
0

/
1

0
/

0
0

/
0

0
/

1
2

六
価

ク
ロ

ム
化

合
物

0
/

0
0

/
0

0
/

0
0

/
0

0
/

0
0

/
0

0
/

1
0

/
0

0
/

8
0

/
2

0
/

1
0

/
0

0
/

0
0

/
0

0
/

0
0

/
0

0
/

0
0

/
1

0
/

0
0

/
0

0
/

1
3

砒
素

及
び

そ
の

化
合

物
0

/
0

0
/

0
0

/
0

0
/

0
0

/
0

0
/

0
0

/
1

0
/

0
0

/
3

0
/

0
0

/
1

0
/

0
0

/
0

0
/

0
0

/
0

0
/

0
0

/
0

0
/

1
0

/
0

0
/

0
0

/
6

総
水

銀
0

/
0

0
/

0
0

/
0

0
/

0
0

/
0

0
/

0
0

/
1

0
/

0
0

/
2

0
/

0
0

/
1

0
/

0
0

/
0

0
/

0
0

/
0

0
/

0
0

/
0

0
/

1
0

/
0

0
/

0
0

/
5

ア
ル

キ
ル

水
銀

0
/

0
0

/
0

0
/

0
0

/
0

0
/

0
0

/
0

0
/

0
0

/
0

0
/

0
0

/
0

0
/

0
0

/
0

0
/

0
0

/
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表 5 公共用水域異常時調査結果 

調査日 地点名 市町名 
検体数 

主な魚種 へい死原因等 
河川水等 魚体 

R5.8.16 河川 越前市 2 5 アユ、コイ 不明 

 

 

 

 

 

表 6 産業廃棄物最終処分場対策に係る分析の検体数および項目数 

対 象 検体数 生活環境項目 健康項目 分析総数 基準・測定項目等 

地 下 水 10 0 130 130 一般廃棄物の最終処分場及び産業廃棄物の最終

処分場に係る技術上の基準を定める省令 別表

第 2 
浸 透 水 5 10 125 135 

河 川 水 2 5 54 59 水質汚濁に係る環境基準 別表 1 および別表 2 

合 計 17 15 309 324  

注）生活環境項目 ……  

健 康 項 目 ……  

 

 

 

 

 

pH、BOD、COD、SS、DO 

カドミウム、全シアン、鉛、六価クロム、砒素、総水銀、アルキル水銀、ＰＣＢ、ジクロロメタン、

四塩化炭素、クロロエチレン（別名塩化ビニル又は塩化ビニルモノマー）、1,2-ジクロロエタン、1,1-

ジクロロエチレン、シス-1,2-ジクロロエチレン、1,2-ジクロロエチレン、1,1,1-トリクロロエタン、

1,1,2-トリクロロエタン、トリクロロエチレン、テトラクロロエチレン、1,3-ジクロロプロペン、チウ

ラム、シマジン、チオベンカルブ、ベンゼン、セレン、硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素、ふっ素、ほう

素、1,4-ジオキサン 
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